
款 項 目

5 1 4

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 114,159 47,867 27,000 0 39,292 34%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

土地改良施設改修 113,837 47,867 27,000 0 38,970 34%

土地改良（排水）事務 322 0 0 0 322

事業内容

●事業の全体計画
○耕作に必要不可欠な水を確保し、農地を洪水や湛水から守るため、土地改良施設の改修及び耐震対
策を行う

●主な事業内容
○土地改良（排水）事務
　・土地改良排水施設及びため池の管理事務
○土地改良施設改修
　・緊急農地防災事業（県費）　成沢川地区
　・単独土地改良事業（県費）　亀割大池地区、五郎丸合瀬川地区、楽田荒井地区
　・愛知県土地改良事業団体連合会負担金
　・愛知県が行う防災ダム事業等の一部負担金
　　　耐震等調査が行われたため池のうち、対策が必要と判定された池の耐震補強工事等の実施
　　　　善師野南地区、割洞第一池地区、塔野地南地区、平谷第一池地区、北洞南池地区
　　　豪雨に対する越水被害の対策
　　　　入鹿上用水地区、丹羽排水地区

●主な予算の内訳
○土地改良施設改良工事請負費　　　　 82,884千円
○愛知県土地改良事業団体連合会負担金　　874千円
○防災ダム事業負担金　　　　　　　　 30,079千円

事業の目標
転倒堰など土地改良施設の適切な維持管理のため、県補助金を活用し改修を進める。
県が行うため池の耐震補強工事等を県と連携を図りながら防災ダム事業等で実施する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

土地改良費 184

施策事業名 土地改良

事業目的
土地改良施設の維持管理、施設改修及び耐震対策を行うことにより、耕作に必要不可欠な水を確保
し、農地を洪水や湛水から守る。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 都市整備部

課　名 整備課
予算書(P)目名



款 項 目

7 2 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

100%

合計 237,367 72,091 72,700 6,351 86,225 36%

多治見犬山線関連歩道整備 5,995 0 0 0 5,995

41%

市道羽黒東５０号線外道路整備 12,233 4,248 3,800 4,185 0 0%

市道犬山３９５号線歩道整備 35,009 8,800 11,800 0 14,409

60%

市道羽黒前原台線整備 105,348 51,935 0 0 53,413 51%

成田富士入鹿線関連道路整備 9,007 3,600 0 0 5,407

11%

狭あい道路整備 8,774 3,508 3,100 2,166 0 0%

市道城前線道路整備 61,001 0 54,000 0 7,001

事業内容

●事業の全体計画
○地元要望等に沿った事業展開の実施

●主な事業内容
○市道城前線道路整備　　　　　　道路改良工事　L=40m
○狭あい道路整備　　　　　　　　道路改良工事　L=80m
○成田富士入鹿線関連道路整備　　道路改良工事　L=77m
○市道羽黒前原台線整備　　　　　橋梁撤去工事
○市道犬山３９５号線歩道整備 　 道路改良工事　L=140m
○市道羽黒東５０号線外道路整備　道路改良工事　L=31m
○多治見犬山線関連歩道整備　　　道路改良工事

●主な予算の内訳
○市道城前線道路整備　　　　　　道路改良工事請負費　 60,001千円
○狭あい道路整備　　　　　　　　道路改良工事請負費　  8,774千円
○成田富士入鹿線関連道路整備　　道路改良工事請負費　  9,007千円
○市道羽黒前原台線整備　　　　　橋梁撤去工事請負費　104,925千円
○市道犬山３９５号線歩道整備　　道路改良工事請負費　 35,009千円
○市道羽黒東５０号線外道路整備　道路改良工事請負費 　10,620千円
○多治見犬山線関連歩道整備　　　道路改良工事請負費  　5,995千円

事業の目標

市道城前線道路整備　　　　　　整備完了
狭あい道路整備　　　　　　　　市道上野１８号線　整備完了
成田富士入鹿線関連道路整備　　市道塔野地９３号線　整備完了
市道羽黒前原台線整備　　　　　橋梁撤去工事　令和６年度完了予定
市道犬山３９５号線歩道整備 　 整備完了
市道羽黒東５０号線外道路整備　道路改良工事　令和５年度完了予定
多治見犬山線関連歩道整備　　　市道神尾１号線外　整備完了

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

道路新設改良費 206

施策事業名 市道新設改良

事業目的
地元要望等に基づき、道路の新設、改良等の身近な幹線道路及び生活道路の整備を行うことにより、
安心・安全で快適な生活環境の充実を図る。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 都市整備部

課　名 整備課
予算書(P)目名



款 項 目

7 2 3

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 88,026 39,444 10,400 0 38,182 43%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

43%

 - - - - - - - 

橋梁長寿命化 88,026 39,444 10,400 0 38,182

事業内容

●事業の全体計画
○道路の安全性を確保する上で計画的かつ予防的な対応に転換するため、橋梁長寿命化修繕計画を策
定し、それに基づき点検及び長寿命化修繕工事を実施する

●主な事業内容
○橋梁長寿命化点検業務委託（90橋）
○橋梁長寿命化修繕計画策定委託
○橋梁長寿命化修繕設計委託（寺洞橋、青塚架樋橋）
○橋梁長寿命化修繕工事（姥田橋、細目橋）
○橋梁長寿命化点検名鉄負担金（上野跨線橋）
○愛知県都市整備協会負担金（上野跨線橋）

●主な予算の内訳
○橋梁長寿命化点検業務委託料　　 29,997千円
○橋梁長寿命化修繕計画策定委託料　4,516千円
○橋梁長寿命化修繕設計委託料　　 10,637千円
○橋梁長寿命化工事請負費　　　　 25,227千円
○橋梁長寿命化点検名鉄負担金　　　6,781千円
○愛知県都市整備協会負担金　　　　9,548千円

事業の目標 道路橋328橋のうち、上野跨線橋外90橋の点検、姥田橋及び細目橋の修繕工事を実施する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

橋梁維持費 206

施策事業名 橋梁長寿命化

事業目的
道路法で定められる５年に１回の法定点検を実施する。
橋梁長寿命化修繕計画に基づき、損傷度や重要度の観点から優先度が高い橋梁から補修工事を行う。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 都市整備部

課　名 整備課
予算書(P)目名



款 項 目

7 3 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 266 0 0 0 266 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

河川総務事務 266 0 0 0 266

事業内容

●事業の全体計画
○河川総務事務

●主な事業内容
○河川総務事務
　・河川関係団体等負担金

●主な予算の内容
○旅費、消耗品費等　 　　97千円
○河川関係団体等負担金　169千円

事業の目標 適正な河川総務事務の遂行

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

河川総務費 208

施策事業名 河川総務事務

事業目的 適正な河川総務事務の遂行

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 都市整備部

課　名 整備課
予算書(P)目名



款 項 目

7 3 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 7,590 0 0 0 7,590 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

排水対策 7,590 0 0 0 7,590

事業内容

●事業の全体計画
○県が施工する砂防事業に並行して、流末水路を整備する

●主な事業内容
○排水対策事業
　・排水路詳細設計（大門沢、大門洞）

●主な予算の内容
○実施設計委託料　7,590千円

事業の目標 県が事業主体の砂防事業に合わせて流末水路の整備を行うため、実施設計を進める。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

河川改良維持費 208

施策事業名 河川改良維持

事業目的 愛知県が施工する砂防堰堤工事に伴い、流末水路を整備し、家屋への被害を抑える。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 都市整備部

課　名 整備課
予算書(P)目名



款 項 目

7 4 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 12,809 0 0 683 12,126 95%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

89%

 - - - - - - - 

アメニティ協会 2,990 0 0 343 2,647

92%

急傾斜地崩壊対策 5,800 0 0 0 5,800 100%

都市建設総務事務 4,019 0 0 340 3,679

事業内容

●事業の全体計画
○市内の急傾斜地崩壊危険区域において、県が施工する急傾斜地崩壊対策事業の事業費の一部を受益
者である犬山市が負担
○公共施設の適正な環境管理を推進

●主な事業内容
○都市建設総務事務
　・岩田公園用地除草委託
　・あいち土木技術・電算連絡協議会負担金
　・土砂災害応急復旧対策費補助金
○急傾斜地崩壊対策
　・急傾斜地崩壊対策事業負担金
○アメニティ協会
　・運営補助金

●主な予算の内容
○施設管理業務委託料　　　　　　　　　　　　340千円
○あいち土木技術・電算連絡協議会負担金　　1,918千円
○土砂災害応急復旧対策費補助金　　　　　　　200千円
○急傾斜地崩壊対策事業負担金　　　　　　　5,800千円
○アメニティ協会運営補助金　　　　　　　　2,909千円

事業の目標

公共施設の一般管理に伴う業務を円滑、適正に実施する。
県事業の急傾斜崩壊対策を、県と連携を図りながら迅速に遂行する。
アメニティ協会により、高齢者の活力を活かして公共施設の管理業務を効率的かつ安定的に実施す
る。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

都市建設総務費 212

施策事業名 都市建設管理

事業目的

急傾斜地の崩壊による災害から市民の生命を保護するため、急傾斜地の崩壊防止のために必要な措置
を講じる。
公共施設の適正な環境管理を推進することで、市街地及び近郊に潤いと憩いを感じる快適な生活空間
を保全・創出する。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 都市整備部

課　名 整備課
予算書(P)目名



款 項 目

7 4 4

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 133,969 41,604 53,000 11,138 28,227 21%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

楽田桃花台線道路整備 25,000 0 0 0 25,000

94%

富岡荒井線道路整備 105,520 41,604 53,000 10,916 0 0%

都市計画道路管理 3,449 0 0 222 3,227

事業内容

●事業の全体計画
○都市計画道路管理
○富岡荒井線道路整備（南部高齢者活動センター～上小針交差点）　平成19年度～令和4年度
○楽田桃花台線道路整備　令和4年度～

●主な事業内容
○都市計画道路管理
　・道路予定地除草
　・都市計画道路維持補修工事
○富岡荒井線道路整備
　・普及啓発委託（新設橋梁イベント等を実施）
　・道路改良工事（野田地内外）　L=560m
　・市道楽田東３５号線　道路改良工事　L=70m
○楽田桃花台線道路整備
　・道路詳細設計　L=850m

●主な予算の内容
○都市計画道路管理　　　　3,449千円
○富岡荒井線道路整備
　・普及啓発委託料　　　　　500千円
　・道路改良工事請負費　105,020千円
○楽田桃花台線道路整備
　・実施設計委託料　　　 25,000千円

事業の目標
富岡荒井線については、令和４年１２月末に上小針交差点まで開通できるよう国県補助金を活用して
野田地内から番前地内の区間の道路整備を進める。
楽田桃花台線は、現道幅員での暫定整備に向けて、詳細設計を進める。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

街路事業費 218

施策事業名 都市計画道路管理

事業目的
市街地通過交通の流入軽減対策及び市街地間の連絡のため、環状線や地域交通軸などの幹線道路を整
備する。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 都市整備部

課　名 整備課
予算書(P)目名



款 項 目

7 4 5

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 67,118 24,240 21,800 0 21,078 31%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

31%

 - - - - - - - 

地区計画道路整備 67,118 24,240 21,800 0 21,078

事業内容

●事業の全体計画
○橋爪五郎丸地区計画において、地区計画決定した道路計画に基づき順次整備を進める

●主な事業内容
○測量・嘱託登記業務委託　市道五郎丸１２８号線外
○道路改良工事
　・市道五郎丸５０号線外　L=120m
　・市道橋爪４９号線　　　L=100m
○用地購入　市道五郎丸１２８号線外

●主な予算の内容
○測量・嘱託登記業務委託料　10,152千円
○道路改良工事請負費　　　　37,973千円
○道路改良工事用地購入費　　14,990千円

事業の目標
市道五郎丸５０号線外及び市道橋爪４９号線において、用地取得が完了した区間の拡幅整備を進め
る。市道五郎丸１２８号線外において、拡幅整備に向けて用地取得を進める。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

土地区画整理費 218

施策事業名 地区計画道路整備

事業目的
道路等の都市基盤施設が未整備である地区計画決定した地区について、道路整備を進め、良好な住環
境を形成する。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 都市整備部

課　名 整備課
予算書(P)目名



款 項 目

7 4 6

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 24,679 0 0 16,135 8,544 35%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

35%

 - - - - - - - 

沿道（堤防）桜並木管理 24,679 0 0 16,135 8,544

事業内容

●事業の全体計画
○道路及び河川敷の桜並木の適正な維持管理

●主な事業内容
○沿道（堤防）桜並木管理
　・桜並木の支障枝及び枯枝の剪定、危険木の間伐、樹木診断、消毒
　・桜樹木伐採に伴う舗装修繕工事

●主な予算の内訳
○桜並木剪定業務委託料　　 18,969千円
○桜並木薬剤散布業務委託料　2,678千円
○樹木診断事業委託料　　　　2,338千円
○道路修繕工事請負費　　　　　550千円

事業の目標
樹木診断結果に基づき、剪定や伐採等を行い、適正管理に努めるとともに倒木等の恐れがあり緊急的
な対応が必要な樹木については、安全確保の観点から、随時、伐採や剪定を行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

公園管理費 220

施策事業名 沿道（堤防）桜並木管理

事業目的 桜を活かした快適な空間を保全・創造するため、桜並木の適正な維持管理を行う。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 都市整備部

課　名 整備課
予算書(P)目名



款 項 目

10 1 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 12,000 0 0 0 12,000 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

農業用施設災害復旧 12,000 0 0 0 12,000

事業内容

●事業の全体計画
○突発的な自然災害において被害が発生した農業用施設の機能回復

●主な事業内容
○災害復旧測量調査委託
○災害復旧工事

●主な予算の内容
○災害復旧関連委託料　　 　2,000千円
○災害復旧事業工事請負費　10,000千円

事業の目標
台風等の自然災害に伴う農業用施設被害において、市民の快適な環境を整備するため、迅速な災害対
策を実施する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

農業用施設災害復旧費 296

施策事業名 災害復旧

事業目的 農業用施設における災害発生時の対応

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 都市整備部

課　名 整備課
予算書(P)目名



款 項 目

10 2 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 12,000 0 0 0 12,000 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

河川災害復旧 12,000 0 0 0 12,000

事業内容

●事業の全体計画
○突発的な自然災害において被害が発生した河川施設の機能回復

●主な事業内容
○災害復旧測量調査委託
○災害復旧工事

●主な予算の内容
○災害復旧関連委託料　　　 2,000千円
○災害復旧事業工事請負費　10,000千円

事業の目標
台風等の自然災害に伴う河川施設被害において、市民の快適な環境を整備するため、迅速な災害対策
を実施する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

河川災害復旧費 296

施策事業名 災害復旧

事業目的 河川施設における災害発生時の対応

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 都市整備部

課　名 整備課
予算書(P)目名



Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和４年度　予算説明書

部局名 都市整備部

課　名 整備課
予算書(P)企業会計名

503

施策事業名 下水道事業　資本的収支事業（雨水）

事業目的
ゲリラ豪雨等による道路冠水などの被害の軽減及び平成16年に特定都市河川浸水被害対策法が施行さ
れ、平成18年一級河川新川流域が特定都市河川流域に指定されたことに伴う対策事業を行う。

下水道事業会計

事業内容

●事業の全体計画
○令和４年度…用地買収、調整池工事
○令和５年度…調整池工事
○令和６年度～…函渠工事

●主な事業内容
○雨水管路建設費
　・調整池整備工事
　・物件移転補償
○営業設備費
　・用地購入
○企業債償還金

●主な予算の内容
○雨水幹線築造工事請負費　351,000千円
○物件移転補償金　　　　　　9,341千円
○施設用地購入費　　　　　198,860千円
○公共下水道債償還元金　 　68,199千円

事業の目標 五ヶ村排水区の流域水害対策のため、調整池の用地取得及び整備を実施する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

0%

営業設備費 198,860 99,400 99,400 60 0 0%

雨水管路建設費 360,483 170,600 188,700 1,183 0

0%

 - - - - - - - 

企業債償還金 68,199 0 0 68,199 0

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 627,542 270,000 288,100 69,442 0 0%

 - - - - - - 


